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　地域における高齢者の最大のネットワークという利点を生かし「健康」「友愛」「奉仕」の三大運
動を通じて、地域社会の中心的役割を担うべく活動を展開していく。
　補助金を交付することにより加入促進・各種スポーツ大会や芸能発表会の開催など、高齢者の生き
がいづくりの場として老人クラブの維持・発展を促す。
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補助金の使途
についての特
記事項等

145

実施を義務付ける規定

関 連 す る 市 勢 振 興
計 画 の 基 本 計 画

章

節 区　分

事 務 事 業 評 価 票 [ 市 単 独 補 助 金 ] 27 年度平成

担当課 福祉課

事業の背景及び概
要（現状、課題）、ま
たは交付団体の活
動目的、活動内容
など

老人クラブ活動への助成を行うことで、長寿社会において、高齢者の一人一人ができる限り健康で、
社会における役割を持って生きがいのある生活を送ってもらうことを目的とする生きがい対策を促進
する。

24

整理番号

1

補 助 金 （ 事 業 ） 名

根 拠 法 令 等 島原市補助金交付規則、島原市福祉団体等補助金交付要綱

その他の助成金

1,449

1,449

4,288

1,449

3,887

750

会議費

補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

１，３０５，０００円（平成２６年度までは１，４４９，０００円）
　※２７年度において、前年度比１０パーセント減。
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26

203

120 友愛訪問費

年度の当該団体等の事業費の主な内訳  (市補助金が充当されていると思われるものから順に記載)     （単位：千円）

会 費 等

市 補 助 金

203

489教養活動費

項　　　　　　　目

部会活動費 468

人件費 70

－342 438232

285

960

レクレーション活動費 447

旅費

予算額

1,449

1,681

1,449

1,939

1,449

島原市老人クラブ連合会（会長　荒木　千鶴）

4,022

年度

実　績

4,051

年度

実　績

2625 年度

1,449 1,449

740740

70

730

342

4,116

730

1,305

目 指 す 成 果

〈交付対象団体等をどの
ような状態にした いの
か ）

1,305

年度27

継続 新規

昭和 平成

昭和 平成

あり なし
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◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

（ ）

備
考

⇒ 0

備　　考

島原市老人クラブ連合会すこやか対策推進補助金

老人クラブ社会参加活動費補助金との一本化を視野に入れて、補助金の効率化を図るべきではないか。

判　　　定

活動実績に応じた補助金の配分方法を検討してもらいたい。補助対象経費を明確にした「手引き」の作成についても検討
してもらいたい。事務局体制を見直して、必要な経費を補助するよう見直してもらいたい。

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

② 市 の 関 与 の 必 要 性

老人福祉法により、老人クラブに対する地方公共団体の支援が明確に
されている。今後さらに高齢化が進行し、老人クラブの活動及び役割
がますます期待されるなか、老人クラブの振興を図るため、市が関与
する必要性も、さらに高まっていくものと思われる。県ねんりんピッ
ク大会や、地域との交流など高齢者の生きがいを増進しており、事業
費に占める補助金の割合も高く今後も必要である。

① 助 成 事 業 の 効 果

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し
の

総 合 評 価

判
　
定

高齢者が今後さらに増加し、老人クラブの存在感が大きくなることか
ら、今後も継続補助の必要性あり。但し、補助額については今年度、
前年比10％の削減を行った。将来的にも高齢者がさらに増加すること
から、事業費の抑制や補助金額の見直しが必要になる。

　必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題

高齢化が進行し、老人クラブの果たす役割がますます大きくなっていく反面、高齢者の増加に
伴う事業費増を抑制しなければならず、補助金見直しの必要性に迫られている。

会員数が増加し活動の規模も大きくなる可能性がある。定期総会や県
ねんりんピックスポーツ大会、健康ウォーキング、地域との交流活動
等を積極的に行われており助成の効果がある。高齢者の生きがい活動
の中核としてなくてはならない団体である。

千円

休止･廃止の具体的方向性

判
定
理
由

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持
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